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第１　はじめに――本書面の概要

　　　本書面では、各原告ごとの被害内容の詳細（被害各論）に先んじて、空襲そのものによる直接的な被害の凄まじい実態を中心に、これを被害総論として述べていく。

　　　もちろん、本件における原告らの被害は、戦後現在まで、ずっとその救済を拒否され続けたことによる被害を中核とするものであるが、空襲それ自体による直接的な被害も、原告らの被害の起点をなすものであり、その重要な一部分を構成するものである。

　　　以下では、まず「第２」において、本件において被害総論を論じる意味について整理した上で、「第３」及び「第４」において、空襲による直接的な被害の凄まじさと過酷さについて主張する。「第３」では、そもそも空襲による被害というものが一体どのようなものであったのかについて具体的に主張し，「第４」では、原告らが実際に遭遇した時の空襲の概要を中心に整理していく。

第２　空襲被害の総論を述べることの意味

　１　違法性に関する主張を基礎づけること。
空襲被害の総論（実相）を述べることの意味は、第一に、空襲被害が国の誤った施策（国策）の結果そのものであり、国が戦後被害補償措置をとって来たその余の幾多の被害類型と同様の本質・実質を内在・包含することを明らかにすることにある。
　　　すなわち，原告らが受けた被害は、以下に述べるとおり被告国の行為によって著しく拡大された戦争被害に伴うものである。この点で被告国は，これらの被害回復に対し，極めて重大な責任を負うことは明白である。
　　　第一に、もし被告国が空襲激烈化以前に戦争を終結していれば、空襲被害は　　　

　　回避あるいは軽減できたはずであった（原告ら第１準備書面２頁）。
　　　第二に、被告国は空襲を事前予測していたのに、それを国民には隠していた　

　（原告ら第１準備書面４２頁）。また、各地で空襲が多発するようになった以降　　

も、被告国は空襲被害の実情を隠した（原告ら第１準備書面４４頁）。このように被告国が真実を隠蔽したために原告ら国民は転居や避難などの正しい対処をすることもできず、被害が拡大してしまった
　第三に、被告国は国民に罰則を含む防空義務を課し、「空襲から逃げるな」と強制したので、空襲被害は拡大した（第１準備書面２７頁）。
　第四に、被告国は、国民に直ちに消火活動を行わせるために、空襲に耐えられない危険な防空壕設置を勧奨していたので、被害が拡大した（第１準備書面３４頁）。
　以上のように、米軍が行った空襲による被害は、被告国の行為によってもたらされ，一層重大化したのである。
　すなわち，戦争という国家行為（太平洋戦争時から終戦時における我が国においては）は、国がその一方的判断で開戦を決定し、総動員態勢で国民を巻き込み、さらには国民に対し戦争からの回避を許さず、逃げる手段を奪うという形で参加を強制する性格を有するものであった。

　それだけではなく、幾たびか戦争それ自体の終結の現実的可能性があったにもかかわらず、その時期を逸し、国民に甚大な被害が拡大することを十分認識しながら、無謀な戦争を続けていったのである。その帰結として戦争終結までに我が国は焦土と化し、戦争による夥しい犠牲者が発生したのである。

　　　空襲被災による生命・身体の傷害、財産権の消失、一家離散、親族の喪失、孤児化等々も言うまでもなく、その戦争被害の一類型に該当する。

　　　従って，これら戦争被害の回復に対し，被告国が（法的か否かは別としても）重大な責務を負うことは明らかである。
そのうえで，これまでの口頭弁論において詳細に主張してきたように、本件訴訟は、国が、他の戦争損害・戦争被害を何らかの形で救済する一方で、戦後現在まで長期にわたって一切の救済措置をとってこなかった事実につき、その差別的取り扱いの違法性（人間の尊厳を否定する程の差別性）を問うものである。

そして空襲による被害の本質・実相が、戦争被害の実態そのものであり、国が救済している他の戦争被害によるそれと全く変わらない事を立証することにより、国の行為（不作為）の違法性を基礎づけるものである。
つまり空襲被害の本質・実相を主張することの重要な意義の一つは、これまで原告らが主張してきた違法性を基礎づける事実主張の一側面として述べることにある。
２　個々の原告の個別被害の本質・特質を明らかにすること。
空襲被害総論（実相）を議論する意味のもう一つは、前述のように，国の行為によって重大化した原告ら空襲被災者の被害実態が、まさに彼らの全人格的利益を全面的に否定し、人間としての尊厳を完全に否定する程の特異性・異常性を包含することを明らかにすることにある。
そのうえで、原告らの個別損害は、全てこの特質を有する空襲被害の中に存在する事を明らかにすることにある。

後に第３・４において詳述するが、空襲被害が他の国家行為による法益侵害行為と決定的に異なるのは、その被害が、
1  単なる個別被害の集積にとどまらない空襲特有の非人道性をもつこと。
2  刑事犯罪（有形力の行使）とは異なる被害の甚大性を有すること。
3  瞬時かつ大量破壊により生じる複合的被害の性質を持つこと。
4  生命、身体、家族、家屋、財産、人の連帯とコミュニティーを一気に喪失させること。
5  逃げることが法的にも物理的にも不可能な状態に追い込まれる中で発生すること。
6 その被害が、その後の戦後６４年の苦難の始まりであり、恐怖、悲しみ、疲労、喪失感が混在するものであること。
という多様な要素を総合的に含んでいるという点にある。

このような空襲被害の被害属性は、個々の原告のみならず、およそ空襲被害者の被害の特性を類型化したものである。そして個別原告の被害にはこれらの被害総論で述べた特性が分離不可能な程度に混在・内在しているのである。

それはまさに、訴状で原告らが主張した「平和憲法の下、日本国民の一人として人間らしく生きる権利を長年に亘って踏みにじられたという意味において、精神的・経済的損害の総体を反映する全人格的な」損害そのものである。
このように空襲被害総論を述べるもう一つの重要な意味は、原告らに生じた被害の特性・特質を明らかにすることにあるのである。
第３　空襲被害の実相（総論）
　１　なぜ焼夷弾による空襲は原告らに多大な被害を及ぼしたか
（１）原告ら一般市民に被害を与えるため用いられた焼夷弾爆撃
　１９４５年以降に本格化した日本本土への都市空襲は、火薬爆弾と焼夷弾を用いるものであった。火薬爆弾は、強い爆発力により直接に建造物や人体を破壊するものである。これに対し、焼夷弾は油脂等を燃料とする燃焼力によって建造物や人体を火焔に包みこんで破壊するものである。
　初期の空襲は軍事基地や軍需工場を標的とするため、専ら火薬爆弾を使用する爆撃手法がとられた。
　これに対し、１９４５年２月４日の神戸空襲以降、都市全域を標的とする空襲に対しては、専ら焼夷弾が使用されるようになった。
　もともと焼夷弾は、軍事基地や軍需工場を攻撃目標とするものではなく、まさに原告ら一般市民を標的として、その生命・身体・家屋・財産等を攻撃破壊する目的で開発されたものであった。実際に米軍は、１９４３年５月から９月まで、米国ユタ州ソルトレイク市の実験場に日本家屋（日本国内でみられるのと同等の構造・材質・寸法・内装・家具・畳などを備えたもの）を設置して焼夷弾実験を繰り返した。その実験結果をアメリカ陸軍航空隊（ＡＡＦ）に報告するために同年１０月に作成された「情報部焼夷弾レポート」には、以下の記載がある（甲Ａ６４・Ｅパートレッカー「東京大空襲」２５～２８頁、甲Ａ６・１５頁）。
　　・東京その他の都市は可燃性が極めて高い木造建築が密集しており、Ｍ６９焼夷弾が容易に貫通できる。
　　・ドイツと比較すると、日本の住宅はより燃焼しやすく、都市が過密であるためより大火災が生じやすい。
　　・東京など太平洋沿岸の都市で大火災を発生させるには、沿岸から突風がみられる３月ないし４月が適している。
　　・仮に焼夷弾を東京に６３１１トン、大阪に３４９トンなど全国２０都市に合計１６９０トンを投下した場合、次の効果が生じる。
　　　焼滅総面積は１８６平方マイル（約４億８千平方メートル）。
　　　２０都市の人口の７１％にあたる１２００万人の住宅を消滅させる。
　　　主要産業の生産量を５８％低下させる。
　　　東京・名古屋・大阪の中小工場２６００軒を破壊消滅させる。
　（上記レポートは、全国２０都市に焼夷弾１６９０トンを投下した場合を試算しているが、実際に１９４５年８月の終戦までに行われた空襲は全国の約１７０都市におよび、焼夷弾の総量は１２万トン以上にのぼる。）
　このレポートからも分かるとおり、米軍は焼夷弾が一般市民や住宅を大量破壊する効果を有することを確認し、その威力によって大規模な空襲被害を生じさせる目的で都市空襲を繰り返した。それゆえ当然ながら、原告らが受けた空襲被害は後で述べるように極めて甚大なものとなったのである。
（２）焼夷弾の破壊力・・・原告ら市民に対し、瞬時かつ重大な被害
　米軍による空襲は、原告ら一般市民に対して瞬時に重大な被害をもたらした。それは、焼夷弾が直接に人の生命・身体・家屋等の財産の破壊を目的として開発され、強い威力を有していたからである。
　特に米軍が１９４３年に開発して翌年から量産開始したＭ６９焼夷弾は、ナパーム（ゼリー状の油脂ガソリン）を用いることにより着火力と燃焼力を大幅に向上させた。これが都市上空を低空飛行する大量のＢ２９型戦闘機から一斉投下されることにより、広範囲を一瞬にして大火災に巻き込まれてしまうのである。
　焼夷弾の構造については、すでに概略を原告ら準備書面（１）１８頁で述べているが、詳細は以下のとおりである。
ア　建造物等への貫通力
　米軍は、焼夷弾の開発にあたり、高速で落下して建造物を貫通することを重視していた。
　特に多用されたＭ６９焼夷弾（単体）は、長さ５０．８センチ、直径７．６センチ、重量２．７キロの細長い筒である。これが４８発ごとに親弾に集束された状態で投下され、上空３００メートル地点で散開して単体となる。各単体は鋼鉄製であり十分な強度を有するため木造家屋の屋根を突き破って落下することが可能であった。貫通力を増すためには高速落下させることが必要とされたので、落下時の横揺れによる減速防止用に長さ９０センチ余りの細い布（ストリーマー）が凧の足のように取り付けられた（その構造図および実物写真は、甲Ａ１５・６６～６７頁、甲Ａ６・１４頁参照）。
　さらに、「クラスター爆弾」と呼ばれるＴ４Ｅ４破砕集束弾が使用された例もあった。これは、重量９キロもの破片弾を２０個集束させて飛散させるものであり、堅固な建造物も人体も一気に破壊する威力をもっていた（甲Ａ１・１５６頁）。
　このように、焼夷弾・クラスター爆弾を用いた空襲により、原告ら一般市民が居住する木造家屋は物理的に損壊されてしまい、それに続いて次に述べるように猛烈な燃焼力により破壊されることになるのである。
イ　瞬時に広範囲に広がる燃焼力
　米軍が開発したＭ６９焼夷弾は、建造物を突き破ると時限式導火線が発火し、５秒以内にＴＮＴ爆薬に着火し、ナパーム（油脂ガソリン）に引火する。すると、瞬時に燃え上がったナパームが約３０メートル四方に撒き散らされ、一気に周囲を火焔に巻き込んでしまうのである（甲Ａ６・１５頁）。
　この様子を見た空襲体験者が、「焼夷弾が落下して、火を噴きながら地上を走りまわった」と目撃談を述べる例がある。これは、ナパームが噴射されることにより焼夷弾自体が小型ロケット（あるいは鼠花火）のように移動していく状態を指している。
ウ　１３００℃を超える高温による強度の燃焼力
　焼夷弾が燃焼した際に発する温度は、日常社会に存在するガソリン等の燃料よりも極めて高温である。
　すなわち、焼夷弾に充填されたナパーム油脂の燃焼温度は１３１５℃（華氏２４００度）もの高温である。これがＴＮＴ爆薬によって瞬時に発火・燃焼することにより、周囲の物体や空気を一気に温上昇させる。鉄の融点は１５３５℃であるが、建物や家財に用いられている鉄材は約７００℃で融解を始める。焼夷弾のナパーム油脂は、鉄をも溶かすほどの高温なのである（後でも述べるが、多数の建物が燃焼すると輻射熱により気温は数千度にのぼるとされている。甲Ａ１・９４頁）。
　焼夷弾やナパーム剤に接触していない人間や物体も、急激な温度上昇により発火した。空襲被災者のなかには、「火の海の中を逃げている人の頭部（防空頭巾）が突然発火するのを見た。」などの記憶を述べる者もいる。
　さらに、大量の焼夷弾投下により都市全体が急激に温度上昇し、高温による人体損傷（火傷、熱中死）や火災旋風の発生による被害も生じた。こうした被害の実相については後でも述べる。
　このように、焼夷弾の威力は、①瞬時に発火し、②広範囲に燃え広がり、③極めて高温であるため破壊力が強い。したがって原告ら一般市民が受けた被害は極めて重大なものとなったのである。
エ　焼夷弾攻撃の一挙大量性および計画性
（ア）一機あたり３８４０発の焼夷弾を大量投下
　前述のとおり、たった一発の焼夷弾（単体）だけでも約３０メートル四方へ油脂を撒き散らして高温の火焔に包み込む威力がある。そして、これが極めて大量に投下されることにより、原告ら一般市民は瞬時に重大な被害を蒙ることとなった。
　一機のＢ２９爆撃機に搭載されるＭ６９焼夷弾は最大３８４０発である。すなわち、単体４８発を集束した親弾を８０発搭載可能である（甲Ａ１５・６６頁）。実際には、南洋の出撃基地からの飛行距離や燃料との関係で、最大搭載量よりも少なく搭載されていたようであり、大阪大空襲ではＢ２９一機あたり１４４０個程度のＭ６９焼夷弾が搭載されていたとみられる（甲Ａ１・７４頁）。
　このように大量の焼夷弾を搭載したＢ２９が、各空襲ごとに大量に飛来してくるのである。たとえば、大阪大空襲に飛来したＢ２９編隊の機数は、１９４５年３月１３日は２７４機、同年６月１日は４５８機、同年６月７日は４０９機（およびＰ５１爆撃機１３８機）という大編隊であった。各機から大量の焼夷弾が一斉投下されたことにより、原告ら一般市民は火の海に包み込まれてしまったのである。
（イ）余すことなく火の海とするため各機ごとに投下地点を定めた計画的爆撃
　Ｂ２９爆撃機の大編隊は、ただ手当たり次第に焼夷弾をばら撒いたのではない。各空襲ごとに「目標および照準点」が定められ（甲Ａ１・７１頁）、これに基づき各飛行小隊および各機ごとの焼夷弾投下地点が予め指示されていた。
　各機には投下間隔管制装置が設置されており、大阪大空襲では投下間隔は１５メートルごとに設定されていた（甲Ａ１・７５頁）。
　そして、正確な地点への投下を可能とするため、Ｂ２９爆撃機は高度１５００メートル（５０００フィート）程度での低空飛行により焼夷弾を投下した。これによって、大都市の隅々が余すことなく火の海にされたのである。
　原告ら空襲被災者のなかには、Ｂ２９爆撃機の編隊をみて、「空一面が黒い機体で埋め尽くされていた。」、「迫ってくる機影と爆音に極度の恐怖を感じた。」と記憶する者がいる。
　こうした大量かつ計画的な爆撃により、原告ら一般市民は、どこにも逃げ場のない火焔の地獄絵図の中に取り残されたのである。
２　空襲の実相
（１）大量の焼夷弾が雨のように降る、死の恐怖
　前述のように米軍は全国の都市に大量の焼夷弾を投下する爆撃手法を用いた。この空襲を直接に体験した者は、一様に、「火の玉が次から次へと降り注ぎ、大きな火の群となる。ザァーという恐怖の音、体験者であれば忘れることのできないあの恐怖の落下音が頭上におおいかぶさってきた」（甲Ａ１・１１２頁）と述べたり、「滝のような火の雨」が降り注いだ（甲Ａ１・１００頁）と述べている。夜間でも空が「真昼のような明るさ」になった（甲Ａ１・１１２頁）との体験談も数多い。
　焼夷弾が落ちてきた場所に居合わせた人は、「（焼夷弾が落下したときに）パーンとはねとばされて倒れた」、（甲Ａ１・１０１頁）、身体のいたるところに火が付いたので、必死で防火水槽に飛び込んだ（甲Ａ１・１０１頁）、逃げている途中で防空頭巾に火がついたが自分では気が付かなかった（甲Ａ１・１０４～１０５頁）など、瀕死で逃げ延びた記憶を鮮明に抱いている。
　前述のように焼夷弾は木造家屋の屋根を貫通して落下するので、家屋内の人の胸に焼夷弾が２発命中して即死した例もある（甲Ａ１・１０７頁）。また、焼夷弾によって破壊された建物や窓ガラスの鋭利な破片が突き刺さって死亡した例も多数ある（甲Ａ１・２１３頁）。
　焼夷弾は高密度で大量投下されるので、１軒の家に数本の焼夷弾が落下する。大阪市西区北堀江に住んでいた被災者が、「わが家の焼け跡に帰ってみると、防空壕に焼夷弾が三本突きささっていた」という証言を残している（甲Ａ１・１１９頁）。
　焼夷弾が都市の壊滅という目的どおりに威力を発揮し、原告ら一般市民に甚大な被害を与えたことは、これらの証言からも明らかである。
　なお、原告ら第１準備書面２６頁以下で詳述したとおり、被告国は国民に対して防空義務を課し、焼夷弾など恐れるに足りないという宣伝を繰り返していた（甲Ａ５３、甲Ａ２１・８頁、甲Ａ３６など）。しかし実際には、焼夷弾による空襲は一般市民によって消火できるようなものではなかった。そのことは、次に述べる空襲時の惨状からも明らかである。
（２）通常の火災を上回る強い燃焼力と高温
　焼夷弾の強い燃焼力は、人の身体や衣服へ瞬時に引火・燃焼させてしまう。
　前述のとおり焼夷弾のナパーム油脂は１３００℃以上で燃焼するうえ、周囲の建物が火焔に包まれた状況では、その輻射熱により直ちに数千度の高温に達したとされている（甲Ａ１・９４頁）。
　どの被災者も、自分の身を守って逃げるだけで精一杯の状態になった。１９４５年３月１３日の夜に大阪市港区で空襲被害を受けた被災者は、「消しても消しても火がつく」、「近くにうずくまっていた老人の火も消してあげていたが、そのうちに手伝えなくなった。朝方、その老人は焼死していた。」という体験談を残している（甲Ａ１・１２９頁）。
　高温による温度上昇のため人体から大量の水分が奪われ、いわば強度の熱中症の症状を呈して死亡する例も多かった。１９４５年３月１日に産まれたばかりの乳児が同月１３日夜の大阪大空襲下を背負われて逃げたが、２日後に「火のついたように泣きはじめ、真っ黒な血を吐いて死んだ」という記録も残っている（甲Ａ１・１２９頁）。大量の熱風と火の粉を浴びて、わずか１５日で命を終えなければならなかったのである。
（３）都市全体が燃え、逃げる場所を失った大量の死傷者
　米軍による大規模御空襲は、広汎な地域を一気に破壊しつくす。そのため、市民は逃げ場を失ってしまう。
　あまりに広範囲の大規模火災であるため、いわば都市全体が一つの炎に包まれたような状態となった。大阪府警察局の記録によれば、１９４５年６月１日の大阪大空襲の際、火焔の上昇は高度七千メートルに及んだとされている（甲Ａ１・１９３頁）。同日の空襲につき、米軍パイロットは「大阪上空の煙は２万１０００フィート（６４００メートル）あがった」との報告を残している（甲Ａ１・１６３頁）。
　大阪市中心部から約１０㎞北にある府立豊中高女（現在の桜塚高校敷地）からも、同日の空襲の様子は鮮明に見えた。当時の高校生は、「上へあがってみますと、大阪方面の空は、墨を流したように真黒で火の手さえ見えます」と証言している（甲Ａ１・２２８頁）。大阪市から約７０㎞北東にある滋賀県野洲町も、同日の空襲による黒煙で空が暗くなったという（甲Ａ１・２２５頁）。
　この巨大な火焔と黒煙の下で、被災者はあてもなく逃げ惑うしかなかった。空地にも道路にも橋の下にも、行き場を失った大量の人が詰め寄せ、あらゆる方向から吹き寄せる火焔や熱風に晒された（甲Ａ１・１１４頁）。
　１９４５年３月１３日夜の大阪大空襲では、日本有数の広幅道路である大阪市の御堂筋も、道幅一杯に炎が流れていた。体験者は、「御堂筋は炎の川となり、赤い火の風が乱舞している。道の向こう側、大丸とそごうのそばにも、こちら側にも人がいっぱい。火の粉と炎の風は、人々の前に立ちふさがっている。『ここで死ぬ』と思った。」と述べている（甲Ａ１・１１５頁）。
　同じ日、大阪市中心部の繁華街にある道頓堀川には、逃げ場を失って川に逃げ込もうとする人々が押し寄せていた。後ろの方から、「はよう入らんと、火が追っかけてくる」という声がして、押されるように川に入って筏につかまったが、背負っていた４歳の妹を川に落として亡くしてしまったという体験談もある（甲Ａ１・１２４頁）。川に飛び込んだが、火傷や負傷のため思うように身動きできず溺死してしまった例も数多い。
　防空壕に入ろうとしたが、先に入っていた人から「蓋が閉まらないから出ていけ」と言われて外に出たというた体験談もある（甲Ａ１・１０６頁）。
　国民は防空義務を課されており、日頃から「火は必ず消せ」と教え込まれていたので、火だるまになりながら消火活動をしたために死亡した例も数多くある（甲Ａ１・２１５頁）。
　また、防空壕は屋外ではなく屋内に設置するよう被告国が推奨していた（その方が、空襲を受けて直後に飛び出して消火できるからという理由であった。）。そのため、家の外にいた人が空襲と同時に火焔に包まれた自宅内の防空壕に入っていき全身を火傷する重傷を負った例もあった（甲Ａ１・１０９頁）。
　火災により防空壕内が酸素欠乏して窒息死する例も多かった（甲Ａ１・１３３頁）。
　空襲後には、焼け野原となった街中いたるところに死体が横たわっていた。ミイラのように茶色に焦げており男女の区別さえつかない遺体、焼け縮んでしまい大人か子どもか判然としない遺体も数多くあった（甲Ａ１・１１８頁）。火傷のため全身が約３倍にふくれあがった死体も見られた（甲Ａ１・２２３頁）。川には多くの遺体が浮かんでいた（甲Ａ１・１１９頁）。大阪地方裁判所の前を流れる土佐堀川にも、潮の満ち引きに合わせて上流へ下流へと漂流する無数の遺体が浮かんでいた（甲Ａ１・２４７頁）。
　負傷して生き残った者も、十分な治療を受けることはできず、医薬品が窮乏したため麻酔なしで手術を受けることを余儀なくされたり、病室で身体にうじ虫がわく状態で死を迎えた者も数多い（甲Ａ１・２４７頁）。
（４）大規模火災により生じる上昇気流（火災旋風）
　焼夷弾投下による大規模火災によって気温は急上昇し、猛烈な上昇気流が生じた。これを火災旋風という。
　１９４５年３月１３日夜の大阪大空襲では、大阪市中央区四ツ橋付近で大量の焼夷弾が降りそそぐなかで火と煙に包まれているうちに、自分の横に止めてあった自動車が突風で宙に浮き、自分の身体もくるくると転がったという体験談も残されている（甲Ａ１・１１４頁）。「火の竜巻き」が起こったとの証言もある（甲Ａ１・１１６頁）。
　同じ日、大阪市浪速区では、「火の粉を含んだつむじ風」が被災者を襲った。このとき、乳児を背負った母や祖母が１．５メートルほど空中に巻き上げられ、風が通り過ぎた後で地面に打ち付けられて顔面が血と砂で覆われたという証言が残されている（甲Ａ１・１２２頁）。大阪市港区で「ゴォーという竜巻状の熱風」により乳母車が吹っ飛び、３歳の子どもが熱い地面に叩きつけられたという証言もある（甲Ａ１・１２８頁）。
　上昇気流により黒煙うずまく上空へ巻き上げられて死亡したり行方不明になった例は、数多いとされている。
　上昇気流は、上空の水蒸気を凝結させて降雨をもたらす。その雨は、黒煙が巻き上げた灰塵を含んでいるので「黒い雨」となって被災者に降り注いだ（甲Ａ１・１９５頁）。１９４５年３月１３日の大阪大空襲の直後にも降雨があったいう記録が気象台に残されている（甲Ａ１・１２３頁）。
（５）通常爆弾の炸裂による爆風
　前述の焼夷弾のほか、各地の空襲では通常型の火薬爆弾も使用された。たとえば第８次にわたる大阪大空襲のうち、１９４５年６月７日（第３次）は焼夷弾と爆弾が併用され、同年６月２６日（第５次）、同年７月２４日（第７次）、同年８月１４日（第８次）の空襲では通常爆弾のみが用いられた。
　通常爆弾は、火薬による爆発力をもって人間や建物を瞬時に破壊する。また、爆発の著直撃を受けない場合でも、爆発によって生じる極めて強い爆風により甚大な被害が生じる。
　大阪大空襲では数度にわたり大型爆弾である「１トン爆弾」が使用されたが、その爆風は爆心から約１６キロ離れた生駒山にまで届いた。爆心付近では爆風によって損傷した遺体が散乱し、その多くは身元も判明しなかったという。
　首のない死体が大量に散乱しているのを目撃したという体験談も数多く残されている。これは、爆風により頭部が吹き飛ばされ首がちぎれたものである。また、背負っている乳児の頭が吹き飛んでいるのに気付かないままの母の姿を見たという体験談も残されている（甲Ａ１・２３２頁）。原告らは、このような悲惨な空襲の中に置かれたのである。
（６）逃げまどう群衆への機銃掃射
　米軍機は、焼夷弾や爆弾を投下するだけでなく、機体に装着された機関銃を用いた射撃（機銃掃射）も行い、直接に人を射撃して殺傷した。
　１９４５年６月１日に大阪市港区で空襲被災した女性は、「Ｂ２９の焼夷弾投下が一段落したあと、戦闘機の機銃掃射がはじまった。バリバリ、ヒューン、ヒューンと機銃弾が砂煙をあげ、火花を散らした」（甲Ａ１・２０３頁）、「（防空壕に入りきれなかった人が）十四、五人いたでしょうか、機銃掃射でバタバタ倒れていました。母もその中の一人です。弾は腰を貫き、下肢に達し、腸はとび散り、肉はひきちぎられたように、あまりにも痛ましい姿で横たわっておりました。」（甲Ａ１・２０５頁）などの証言を残している。
　同日、大阪地方裁判所（当時の大阪控訴院）の前を流れる堂島川にも、１９４５年６月１日の大阪大空襲の際には機銃掃射により何本もの水柱があがったという（甲Ａ１・２０９頁）。
　１９４５年６月７日、大阪市旭区の城北公園には焼夷弾の火の雨から逃れてきた人たちが群れをなしていた。そこへ米軍機が飛来し、逃げまどう群衆を面白がって追いかけるように大量の機銃掃射がなされた。付近一帯には、足の踏み場もないほど死体が横たわったという（甲Ａ１・２３４頁）。
３　空襲によって原告らが受けた被害
（１）空襲に遭ったこと自体が重大な被害である
　原告らの多くは、上記のような悲惨な空襲を直接に受け、火焔が黒煙が渦巻く大規模火災の下で死の恐怖を味わった。これは原告らの脳裏に強く刻み込まれた忘れられない記憶である。
　このような空襲を受けたこと自体が原告の被害である。
（２）空襲による家族の死亡
　原告の中には、幼少時に空襲で親を亡くした者がいる。空襲後は、養育や生活を親に頼ることもできないまま、親の愛情を受ける幸せを感じることもないまま、今日まで孤独と苦難の道のりを歩んできた。
　終戦後の混乱期には、原告ら空襲被災者は社会から冷遇されていた。街中に浮浪者があふれ（甲Ｂ４８）、餓死者も大量に出た（甲Ｂ４７）。そうした状況下で、空襲被災者である原告らに十分な援助が施されることもなかった。戦災孤児は社会の害悪の如く「浮浪児」と呼ばれ、牢屋のような鉄格子の施設に収容される例も多かった（甲Ｂ５２）。
　生き残った者の中には、自分だけが生き残ったことについて罪悪感を感じている者もいる。火の海の中で、家族を助けることができなかったことを悔やんでいる者もいる。幼少時に受けた空襲によって、家族を奪われ人生を変えられたのである。その苦難は、今日まで６４年以上にわたり原告を苦しめている。
（３）身体の損傷、後遺障害
　原告の中には、空襲により身体を負傷し、現在まで後遺症に苦しんでいる者もいる。特に空襲直後は、同時に多数の負傷者が生じたうえ、火災により医療施設や医薬品も失われ、医療従事者も十分確保できない状態であった。
　単に肉体的苦痛を受けているというだけでなく、幼少時から外貌による差別を受けたり、就職や結婚の障害となったり、安定した職に就けず困窮するなどの被害を受けている。
　原告のなかには、幼少時に空襲により死の恐怖を味わったうえ、家族や近隣住民の死亡に直面したり、家屋や財産を一挙に失う経験をしたことが強いトラウマとなり、現在も原告の精神にとって重大な負担となっている例もある（空襲被災者のなかには、空襲体験を理由として心的外傷後ストレス障害を発症した例もある。）。
（４）家屋、財産の喪失
　空襲により家屋や財産を失った原告は、その後の生活に重大な支障を生じた。
　とりわけ空襲による被害は、自宅や自営店舗の喪失にとどまらず、近隣住民との関係（互いに助け合うような人的関係、コミュニティー）が一挙に破壊されてしまう。自営業者は取引先や営業基盤を含む営業用資産を一挙に喪失してしまう。そして、この被害については誰からも補填や補償を受けることができない。生活の糧、生きていく手段を根本的に奪い去られているにもかかわらず、すべて自力で生活再建をしなければならないのである。その点で、放火や窃盗による個別的被害とは比較にならないほど重大な損失が生じているのである。
　空襲により幼少時に自宅を失った原告らは、終戦後に新たに居住地を見つけて生活基盤を確保することも容易ではなく、困窮した生活を余儀なくされた。
　
（５）その後の救済措置の不存在、長期の放置
　すでに原告ら第３準備書面１５頁以下で述べたとおり、空襲被災者への援護は終戦時の重要課題であり、そのことを被告国は強く認識していた。にもかかわらず被告国は、被災者への援護措置を定める戦時災害保護法を廃止し、その後も被災者への援護を拒み続けた。
　終戦から３０年後の１９７５年（昭和５０年）に、全国戦災傷害者連絡会代表である杉山千佐子氏は新聞紙上で「次第に老い先短くなる私たちの悲願をかなえて下さい」と訴えた（甲Ｅ１７号証）。それから更に３４年が経過して現在に至っている。
　終戦から年数を経るとともに、空襲被災者の置かれた状況は深刻さを増している。高齢のため体力が衰えたり収入が減少することが困窮の度合いを高めている。空襲による被害は、日に日に深刻化しているのである。一刻も早く、原告ら空襲被災者への補償が実現されなければならない。
第４　大阪における空襲の実態

　１　序説

訴状でも述べたように、大阪では、１９４５（昭和２０）年３月１３日の　最初の大空襲から、終戦前日である同年８月１４日の最後の大空襲まで、計８回にわたって、「超空の要塞（スーパーフォートレス）」と呼ばれたボーイングＢ２９爆撃機１００機以上の規模の来襲による大空襲が行われた。

これら計８回の大空襲の実態については、訴状で簡単に述べたので、以下では、原告らが実際に被災した時の空襲に限って、その実態をやや詳細に述べる。
２　壊滅した大阪

　　　大阪では、計８回にのぼるＢ２９が一度に１００機以上来襲する「大空襲」だけでなく、１００機未満の規模の空襲まで含め、計５０回以上に及ぶ空襲に曝された大阪は、大きな人的・物的被害を受けた。

　　　戦争が終わったとき、外地から帰国した兵士たちが大阪駅に降り立ったとき、あたり一面の焼け野原の彼方になんばの高島屋の建物が見えたという（甲Ａ１号証２頁）。大阪のキタからミナミまでが完全に見渡せたわけである。

　　　１９４０（昭和１５）年１０月の国勢調査によれば、大阪市の人口は３２５万人であったが、大阪の最初の大空襲（１９４５（昭和２０）年３月１３日）が始まる直前の１９４５年２月末の大阪市の人口は２１２万人、そして終戦直後の１９４５年８月末の時点では１１１万人にまで減少していた（同書証２頁）。すなわち、最初の大空襲から終戦までの半年足らずの間に１００万人あまりの人々が姿を消したことになり、１９４０年１０月の人口と比べると、その３分の１にまで減少したことになる。

　　　空襲による被害の状況については、資料により数字にバラツキがあるが、比較的信頼性の高い諸資料によれば、以下のとおりとなっている（いずれも甲Ａ１号証３～４頁）。

　　　大阪府警察局「大阪府空襲被害状況」（１９４５年１０月）によれば、家屋の被害は３４万４２４０戸、罹災者１２２万４５３３人、死者１万２６２０人、重軽傷者３万１０８８人、行方不明２１７３人となっている。

　　　また、経済安定本部「太平洋戦争による我国の被害総合報告書」（１９４９（昭和２４）年４月）によれば、大阪府の被害戸数３４万３９２７戸、死者１万１０８９人、重軽傷者２万８３４７人となっている。

　　　甲Ａ１号証及び同２号証の著者である小山仁示は、中学３年生のとき大阪の空襲を実際に体験した。小山は、当時の大阪の空襲の様子について、「Ｂ２９数百機による雨あられのような焼夷弾投下は、大阪の市街地をたちまちにして火の海に変えた。それまでは晴れていたのが一転して黒い雨が降りはじめ、白昼であるはずが暗夜の状態になった。暗闇に猛煙が立ちこめ、熱風が渦巻く中で、真っ赤な火焔が全市をおおった。当時中学３年生だった私は、動員先の東淀川区十三の工場から生野区の自宅まで、防空壕への待避をくり返しながら、道の両側の家が崩れ落ちるなか、猛火に追いかけられ、猛煙にむせびながら、さまよい帰った。焼けただれた死体、肉をえぐりとられた負傷者、何日も続いた罹災者の行列・・・」と、その凄まじさを述懐している（甲Ａ１号証５頁）。　

３　３月１３日の空襲（最初の大阪大空襲）

　（１）大阪の最初の大空襲は、１９４５（昭和２０）年３月１３日深夜から

翌１４日未明にかけて行われた。このとき被災した原告は、原告北川（原

告番号２）、同小見山（４）、同田中良彦（６）、同谷口（７）、同浜

田（９）、同藤木（１０）、同藤原（１１）、同森永（１３）、同山岸

（１４）、同山崎（１５）、同吉貞（１６）、同吉田（１７）、同田中

正枝（２０）の１３名である。

（２）この大阪最初の大空襲は、３月１３日午後１１時５７分から翌１４日未明まで、約３時間半にわたって行われた（甲Ａ４号証１枚目）。

　　　このときの大空襲では、被災面積は２１平方キロ（甲Ａ６３号証４２頁、甲Ａ１号証５８～５９頁）、被災戸数は１３万６１０７戸、被災者数は５０万１５７８人、死者３９８７人（もっとも、浪速区では報告された数よりも多い遺体が収容されて荼毘に付されており、死者数の実数はもっと多いと考えられる）、重軽傷者数はおよそ８５００人、行方不明者数６７８人とされている（甲Ａ４号証１枚目）。

　　　まず、先導機が大型焼夷弾を港区市岡の照準点に投下し、大火災を発生させた後、後続機がその火災を目標にして次々と焼夷弾を投下していった（甲Ａ４号証１枚目）。

　　　このとき使用された大型焼夷弾は、内蔵した３８個の小型焼夷弾が空中で分散して落下する構造となっており、広範囲に火災を発生されることを目的に開発されたもので、木造の日本家屋が集中する日本の都市に壊滅的な打撃を与えることを狙ったものであった（甲Ａ４号証１枚目、甲Ａ６号証１４頁）。

　　　このときのＢ２９は一機あたり平均１３，７３９ポンドの焼夷弾を積んでおり（甲Ａ６３号証４２頁）、Ｂ２９一機でＭ６９焼夷弾をおよそ１４４０個も大阪の上空でばら撒いたことになる（甲Ａ１号証７４頁）。このとき大阪に来襲したＢ２９は２７４機であったから（甲Ａ６３号証４２頁、甲Ａ１号証５８～５９頁）、合計３９４，５６０個もの焼夷弾が大阪の地に降り注いだのである。投下された爆弾の総トン数は、１７３３トンであった（甲Ａ１号証２７８頁最終行）。

　（３）以下、この１回目の大空襲の様子を明らかにするため、甲Ａ１号証１００頁以下の記述に沿って２つだけ紹介する。

ア　大阪戦災傷害者・遺族の会会長の伊賀（旧姓大島）孝子も、この１回目の大阪大空襲で被災した１人である（甲Ａ１号証１００頁）。

　　　　　伊賀は当時１３歳で、市立境川女子商業の１年生であった。父大島信一（当時５５歳）と母志よ（当時４８歳）、弟の三郎（当時７歳）の４人家族だった。

　　　　　伊賀は、３月１３日深夜、家の中の急ごしらえの防空壕の中で眠っていたが、警報で目を覚まし、続いて「焼夷弾が落ちた」との外からの叫び声で、一家４人で外へ出た。そのとき、自分のすぐそばに焼夷弾が落下し、はねとばされた。気がつくと体のあちこちに火がついて燃えていた。向かいの防火用水に飛び込んで肩までつかり、ようやく火を消したが、手のひらの皮がめくれてぶら下がっていた。

　　　　　弟の三郎は、国民学校１年生だったが、伊賀とは別のところの防火用水のところにいた。父の信一が、全身火だるまになった三郎をつかんで防火用水の中につけたのである。そこで伊賀が見たのは、変わり果てた弟の姿だった。三郎は、防空頭巾が焼けてしまい、顔が大きく膨れ上がり、丸い目は細くなっていた。伊賀はこのとき、「これが三郎ちゃんかな」と思ったという。

　　　　　母の志よは行方不明となり、父信一が三郎を背負って、伊賀と家族３人で逃げ出したが、ようやく国民学校にたどり着き、医師に三郎を見せた。三郎をうつぶせに寝かせたとき、伊賀は思わず「ギャー」と絶叫した。三郎は全身がずるむけの状態となっていた。医者は「見たらいかん」と言って伊賀を三郎から引き離した。

　　　　　家族３人とも一応の応急手当を受けたが、その後伊賀は顔の水ぶくれが酷くなり、１０日間ほど目が見えなくなった。三郎は、１６日の朝、息を引き取った。

　　　イ　近藤寿恵（当時３８歳）は、娘のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(くみ),汲)（当時府立清水谷高女２年生）と共に空襲にあい、二人で逃げ出した（甲Ａ１号証１１１頁）。

　　　　　焼夷弾は屋根を突き抜けて、ゴーッという音と共に火を噴いた。火の玉、火の粉が降ってきて、壁にも塀にも格子にも畳にも火の塊がペタペタとくっついて燃えていた。石畳に突き刺さっている焼夷弾もあった。どこも火の海で、熱くて真っ赤な炎が後から後から追いかけてきた。

　　　　　焼夷弾の火の玉が娘の体すれすれに降ってきたので、とっさに近くに自動車の陰に身を潜めた。しかしその瞬間、ものすごい旋風が吹き上がり、自動車は宙に浮き、寿恵たちの体はくるくると転がった。

　　　　　炎から逃げ続けるうち、全身焼けただれて体が膨れあがった女性が歩いているのが見えた。皮膚はうすい桃色になり、胸をはだけて、ふらふらと歩き、うつろな目で、にやっと笑っていた。

　　　　　長堀川にたどり着いた寿恵たちは、川に死体がたくさん浮かんでいるのを見た。

　　　　　外はすっと黒い雨が降っていた。大空襲があると、必ずと言ってよいほど黒い雨が降ったのである（甲Ａ１号証１９５頁）。「黒い雨」は原子爆弾特有の現象ではない。

４　６月１日の空襲（２回目の大阪大空襲）

　（１）大阪の２回目の大空襲は、１９４５（昭和２０）年６月１日の白昼に行われた。このとき被災した原告は、原告渡邉（原告番号１８）、同永井（１９）の２名である。

（２）この２回目の大空襲は、６月１日の午前９時２８分から１１時０分まで、約１時間半にわたって行われた（甲Ａ４号証４枚目）。

このときは４５８機ものＢ２９が飛来し、被災面積は８．２平方キロ、被災戸数は６万５１８３戸、被災者数は２１万８６８２名、死者３１１２名、重軽傷者１万９５名、行方不明者８７７名とされている（甲Ａ４号証４枚目）。なお、隣接の尼崎市にも被害が及んでいる（甲Ａ１号証１５４頁）。

このときは、Ｂ２９爆撃機だけでなく、Ｐ５１ムスタング戦闘機も、Ｂ２９の護衛のために発進している（甲Ａ１号証１５２頁、同１６０～１６３頁）。これは、最初の大空襲（３月１３日）で市街地の中心部がほぼ焼き払われてしまい、残る周辺部を攻撃するためには、白昼に、かつ戦闘機の護衛つきで攻撃するほうが良いと考えられたためである（米軍の報告書がそのように明言している。甲Ａ１号証１５３～１５４頁）。
このとき投下されたのは、最初の大空襲と同じＭ６９焼夷弾のほか、Ｍ５０焼夷弾、Ｔ４Ｅ４破砕集束弾などがあった（甲Ａ１号証１５５～１５６頁、甲Ａ６３号証１３４～１３５頁）。Ｍ５０焼夷弾は、Ｍ６９焼夷弾よりも小型であるが、布製のリボンではなく長さ２２センチのアルミニウム製の翼を有しており、Ｍ６９よりもはるかに強い貫通力を持っていた（甲Ａ１号証１５５～１５６頁）。また、Ｔ４Ｅ４破砕集束弾とは、一個の爆弾から長さ３０センチ、中径９センチ、重さ９キロの片鋼弾が２０個飛び散って人間をなぎ倒す、残虐きわまる対人殺傷専用の爆弾であった（甲Ａ１号証１５６頁）。投下した爆弾の総トン数は、２，７８８．５トンであった（甲Ａ６３号証１３４頁）。

この２回目の大空襲のときの大阪の様子について、米軍のＰ５１パイロットは、「大阪上空の煙は２１，０００フィート（約６．４キロメートル）あがった」「大阪市は、１４，０００フィート（約４．３キロメートル）にのぼる煙の柱と共に、激しく燃えていた」と報告している（甲Ａ１号証１６３頁）。さらに、大阪府警察局の極秘報告書「空襲被害状況に関する件」には、この２回目の大空襲のときの気象状況について、「火勢強烈となるに伴い、積乱雲旺盛となり、大阪市内中部以北は降雨となり、かつ雷鳴を生じたり。・・・火焔の上昇は約７０００メートル付近に及びたり」と記載されている（甲Ａ１号証１９３頁）。空襲による火災の凄まじさが分かる。

　（３）以下、この２回目の大空襲の様子を明らかにするため、甲Ａ１号証２０２頁以下の体験談をいくつか紹介する。

　　　ア　矢嶋（旧姓藤倉）種子は、当時市岡高等女学校４年生で、帝国精機工業に動員されていた（甲Ａ１号証２０２頁）。

　　　　　６月１日、Ｂ２９による焼夷弾の投下が一段落した後、Ｐ５１の機銃掃射が始まった。機銃掃射の音がしなくなったので、矢嶋が目を開けると、全身火傷の男が近付いてきた。上半身は赤むけで、皮膚がぺロッと下へ垂れ下がっていた。戦闘帽が頭にくっついているようだった。

　　　　　このときの空襲で、矢嶋の自宅も全焼していた。

　　　イ　松本亀代枝（当時２８歳）は、当時夫と二人で理髪店を営んでいたが、長女（５歳）、次女（３歳）、三女（１歳８か月）の３人の娘がいた（甲Ａ１号証２１２頁）。

　　　　　６月１日の朝、空襲が始まると、一家は家を出て町会の防空壕へ逃げようとした。その途中、すぐ近くでものすごい音と共に爆弾が炸裂した。このとき長女が「熱い」といったので、見ると、右手がぶらんとなっている。破片創で上腕部がえぐられ、ぶら下がった状態となっていた。

　　　　　町会の防空壕で夫が必死に止血した結果、長女は辛うじて一命を取りとめた。

　　　ウ　当時、大阪市電気局（現交通局）の福町車両工場に勤務していたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ちゅうじょう),中条)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たきせ),大喜正)（当時２８歳）は、６月１日朝の空襲で、勤務先の工場も事務所もたちまち火の海になった（甲Ａ１号証２１５頁）。

　　　　　中条たちは、工場の敷地の奥の防空壕に飛びこんだが、ものすごい音と共に中条の体は壕の上に放り上げられた。壕を大型焼夷弾が直撃したのである。気がつくと、鉄兜も眼鏡も吹っ飛び、顔や手に大火傷をしていた。

　　　　　中条が海岸へ向かう途中、路上に布団があり、その布団がうごめいていた。布団をめくると、女性の顔が半分割れて、地面に血が吸い込まれていた。その女性の胸に小さな子供がすがり付いて泣いていた。

　　　　　中条はその子供を抱きかかえてそのまま海岸へ向かい、そこで女性に「鏡を貸してください」というと、その女性は「あなたはご自分の顔を見たら気絶なさる」と言って鏡を貸そうとしなかった。それでも中条は、「気絶しないからお願いします」と頼み込んで鏡を貸してもらい、自分の顔を見た。鏡に映った自分の顔は、一面が黒紫色になり、２倍ほどの大きさに膨れ上がっていた。

　　　エ　中条の勤務していた工場と事務所が炎上したとき、その工場に動員されていた当時天王寺中学３年生の鈴木博美（当時１４歳）は、級長の責任を果たそうとして、全身火だるまになりながら、炎上する事務所にバケツで水をかけ、必死に消火活動を行っていた（甲Ａ１号証２１７頁）。他の旧友が焼夷弾で即死するのを目の当たりにしながらも、鈴木は「逃げるな、火を消せ」と教えられたとおりに行動したのだった。

　　　　　凄まじい空襲がやんだ後、鈴木の級友高橋和利は鶴町消防署の車庫の中で倒れている鈴木を見つけた。高橋は、鈴木の体を引きずって病院にたどり着いたが、翌２日、鈴木は「天皇陛下万歳」と言い残して息を引き取った。

　　　　　後に高橋は、倒れている鈴木を発見したときの様子について、次のように書いている。

　　　　　曰く、「全身、サンマの丸焼けにそっくり、焼けただれ、膨れ上がった顔の閉じた両方の目尻から、糸を引きように涙と血膿が頬を伝わって流れた。わずかに見える白い歯は彼の面影をほんの少し伝えてくれた。声にならぬ声で不確かなうめきは「ウーッウーッ」と発するばかり」だったという。

　　　　　当時国民一般に課されてた「防空義務」（原告ら第１準備書面の第３（２３頁以下））を忠実に守った末の悲惨な最期であった。

　　　オ　当時千里山中学校の３年生だった山岡耕次は、６月１日の朝、動員先の汽車会社の工場で作業をしていたが、突然ドカンと大きな衝撃音がして空襲が始まった（甲Ａ１号証２２０頁）。工場から飛び出して走り出したが、途中で、一緒にいた生徒の頭の皿が割れて、頭の半分が吹っ飛び、そこから白い木綿糸のようなものが何本もぶら下がっているのを見た。その生徒は、頭が割れた状態でなおも何メートルか走り、「残念や」と言って息絶えた。

　　　　　山岡は淀川の堤防まで走って逃げてきたが、淀川に死体が浮かんで流れているのが見えた。Ｂ２９が頭上で大きく旋回し、その直後、Ｂ２９の機体の下で丸く輪になった閃光が幾つも見えた。焼夷集束弾が分解した瞬間だった。

　　　　　Ｂ２９が去った後、空は暗くなり、黒い雨が降ったりやんだりした。

　　　　　空襲が終わり、汽車会社へ戻ったが、そこでも多くの死体を見た。立ったままの男性の死体は、全身が３倍くらいに膨らんでいた。

　　　　　その後家まで歩いて帰ったが、帰ったときは既に夜になっていた。

　　　　　山岡の家は、６月１日の空襲のときは辛うじて焼け残ったが、６月７日の空襲のとき焼失した。

５　６月７日の空襲（３回目の大阪大空襲）

　（１）大阪の３回目の大空襲は、１９４５（昭和２０）年６月７日の白昼に行われた。このとき被災した原告は、原告小林（原告番号３）、同中本（８）、同森上（原告番号１３）の３名である。

（２）この３回目の大空襲は、６月７日午前１１時９分から１２時２８分まで、約１時間半にわたって行われた（甲Ａ４号証７枚目）。

　　　　このときは４０９機のＢ２９が飛来、被災面積は５．７平方キロ、被災戸数は５万８１６５戸、被災者数は１９万９１０５名、死者２７５９名、重軽傷者６６８２名とされている（甲Ａ４号証７枚目）。

この３回目の大空襲では、２回目を上回る１３８機ものＰ５１も来襲し、機銃掃射を行って住民に多大な被害を与えた（甲Ａ４号証７枚目、甲Ａ１号証１７３～１７５頁、同２３９頁）。

　　　　また、この３回目の大空襲でも、残虐な対人殺傷爆弾であるＴ４Ｅ４が用いられた（甲Ａ６３号証１３６頁）。投下した爆弾の総トン数は２，５９３．６トンであった（甲Ａ６３号証１３６頁）。

　（３）ここでも、この３回目の大空襲の様子を明らかにするため、甲Ａ１号証２３０頁以下の体験談をいくつか紹介する。

　　　ア　中島（旧姓橋本）千鶴子は、当時国民学校初等科５年生で１１歳だった（甲Ａ１号証２３１頁）。前年に母を亡くし、警防団員の父と初等科３年生で９歳の妹田鶴子の３人家族だったが、家の２階には千鶴子と同い年の「美奈ちゃん」とその祖母が暮らしていた。

　　　　　６月７日、Ｂ２９とＰ５１の集中攻撃が始まり、千鶴子と田鶴子の姉妹と「美奈ちゃん」とその祖母の４人で逃げた。父は姉妹を家に残して警防団員として出動していた。

　　　　　やがて焼夷弾がザアーっという音と共に降り注ぎ、あたりは大混乱に陥った。Ｐ５１の機銃掃射も始まり、いつの間にか「美奈ちゃん」たちとはぐれてしまった。

　　　　　姉妹二人だけで逃げ続ける途中、田鶴子が「赤ちゃんの首がない」と前を指して叫んだ。田鶴子が指差す方向に千鶴子が目を向けると、すぐ前を走っている女性の背中の赤ん坊の頭がなかった。しかしその女性は気が付かないまま、両手に荷物を持って必死で走っていた。とっさに千鶴子は「言うたらあかんで。おばちゃんがかわいそうや」と田鶴子を制した。

　　　　　敵機が去った後、ようやく「美奈ちゃん」たちと再会し、また父も姉妹を探しに来てくれた。

　　　イ　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(まつか),松家)雪枝は、当時耳鼻咽喉科の医院を開業している２８歳の女医だった（甲Ａ１号証２３６頁）。

　　　　　６月７日の空襲の翌８日、松家は旭警察署から呼び出しを受け、空襲で生じたおびただしい数の死体の検死を依頼された。

　　　　　ある死体は、歯がどこか、顔がどこか、全く判別できなかった。手と足は確かにあり、女性らしい着衣だった。臭気が鼻をついた。

　　　　　失神しそうになりながらも、覚悟を決めて死体に目を向けた。頭部と顔面の区別はできず、血液と頭部が一つの塊となって頭髪がべったりと張り付いていた。「致命傷は頭部粉砕」と記入して、次の家に向かった。

　　　　　こうして松家は、その日、７０以上の死体の検死をした。帰宅後も、検視した一つ一つの死体が忘れられず、しばらく茫然自失していた。

　　　　　若い女医にとって、あまりに辛い一日であった。

６　７月１０日の空襲（６回目の大阪大空襲）

　（１）大阪の６回目の大空襲は、１９４５（昭和２０）年７月１０日深夜に行われた。このときは主な被災地が大阪府堺市であったため、「堺大空襲」とも呼ばれている。このとき被災した原告は、原告奴井（原告番号２１）の１名である。

　（２）この６回目の大空襲は、７月１０日午前１時３３分から３時６分まで、約１時間にわたって行われた（甲Ａ４号証１５枚目）。

この前日の７月９日午後１１時５８分から和歌山市上空にＢ２９が飛来し、和歌山の空襲がほぼ終わるころ、夜中に堺市の空襲が始まり、これによって堺市だけでなく貝塚市と大阪市住吉区も被災した。夜が明けた後、昼過ぎに今度はＰ５１約１００機が大阪に来襲し、大正飛行場（大正区）を攻撃した（甲Ａ４号証１５枚目、甲Ａ１号証２８４頁）。

このときは１１６機のＢ２９が飛来、被災面積は２．６平方キロ、被災戸数は１万６４８８戸、被災者数は６万５８２５名、死者１３９４名、重軽傷者１５７４名、行方不明者９名とされている（甲Ａ４号証１５枚目）。

このとき投下された爆弾の総トン数は、７７８．９トンであった（甲Ａ６３号証１８７頁）。

米軍の資料では、この６回目の大空襲の様子について、「北東からの強い地上風が吹き、堺市内に火災がよく集中した。搭乗員たちは、火災の赤熱光（glow of fires）がほぼ２００マイル（約３２０キロメートル。原告ら代理人注）にわたって見えたと報告した。煙の柱が１７，０００フィート（約５．２キロメートル。原告ら代理人注）上空まで達した。」と報告されている（甲Ａ６３号証１８７～１８８頁、甲Ａ１号証２７９～２８０頁）。やはり、空襲による火災の激しさをよく物語っている。

　７　小括

　　　以上述べてきたように、原告らが遭遇した空襲の実態は苛烈を極めていた。原告自身はまだ幼少であったり、あるいは直接空襲に遭ったのは家族であったりするために、必ずしも空襲それ自体の体験とその記憶が明確ではない場合もあるが、このような苛烈極まりない体験が原告らの被害の起点をなしていることは忘れられてはならない。

第５　まとめ

　以上述べた通り空襲被害の総論・実相を述べることは、これまで原告らが強調してきた国の行為の差別性を基礎づけることにとどまらず、原告らの受けた被害の質の特異性・異常性をも明らかにするものである。

　戦後に生まれこの現代に生きる我々では想像も出来ない非人道的な歴史が，日本国憲法が述べるとおり，まさに「政府の行為」によってもたらされたのである。

　いかなる恐ろしい歴史が「政府の行為」によって引き起こされたのかを明らかにすることは，被告国の責任の重大性を明らかにすることでもある。

　しかし，この非人道的な歴史を表現するには，書面のみではあまりにも無力である。
裁判官におかれては、「空襲の実情、その殺戮の威力、恐怖、非人道性、無慈悲性」を、被害を受けた現場に思いを致し、その現場に生きた人間の視点で想像して頂きたい。
遠くから、あるいは地図の上から見下ろすという姿勢では到底空襲被害の本質・実相はいつまでたってもわからないのである。

以　上
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